






書房1994年 刊)で ある。 これは小波の少年期の習作とも云うべき最初期
の毛筆書草稿を、所蔵する白百合女子大学の研究グルー プが解読したもの
で、そのなかに 「これより以前 ・・略 ・・巌谷小波の日記のコピーを読む会
を、週一回ずつ重ねて来た。明治二十年の分(丁 亥日録)を 丁度読み終え
た所であった。私共はこの研究会を、平成五年度から 「十亭叢書」を読む















ピーは 「平成元年頃、白百合女子大学の宮崎芳彦 さんは巌谷栄二 さんの夫
人貞子 さんにお願い して、小波 日記全冊の コピーを取ることをお許 し頂い
た。」 ものである ことが書かれ ている。
内容は、翻刻篇、研究篇に、事項索引、人名 索引が付 されている。
翻刻篇は、明治20年 ～27年 の 日記がほぼ完壁に解読 されている。表記 ・
配列は 『明治文学全集20』(筑 摩書房 昭和43刊)の 追込み式ではなく、
原本 のままで、これは私達の方法と一致す るところで意を強くす るもので
あった。
研究篇は 「研究会のメンバーが小波 日記を年 ごとに分担 し、それぞれの
専門分野や興味関心に従って調査、研究 した成果」が、ま とめ られている。
日記 に書かれ たことの裏付 け又、逆に 日記によって文壇関係 を検証す るこ
とで、明治20年 初期の文学史となっている。加 えて、詳細な索引は研究
のキー ワー ドと して効果をあげるもの と思われ る。
今後の解読作業は、猪狩先生を主 とした 「小波 日記を読む会」に継承さ
れて、一緒 に読むよ う誘われた。その緻密な仕事 を見て、私達の入 る余地
があるかと当初は怯むおもいだったが、2号 に発表 した作業が難 しかった
一方、楽 しく過 ごせた ことを考え落合、奥村 との3名 で参加 させてもらう
ことにした。 、縢 詮:醐.糊諏.M'.、il鏡 絶 讃1
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